
女性デジタル教育・就労支援事業 【糸満市】

沖縄県は、母子家庭の出現率が全国の約2倍に達し、離婚率、児童扶

養手当受給率は全国で最も高い。また、一人あたりの県民所得は、全国
平均の7割程度で最低水準にあるほか、ひとり親世帯の困窮世帯の割
合は6割を超えるなど、女性の貧困世帯の経済的自立に向けた生活基

盤の構築のための支援が求められている。また、女性のライフステージ
に応じた多様な働き方には、テレワーク（在宅就労）が向いているが、現
在テレワーカーとして働くことのできる人材が不足している。

地域の実情と課題

「でじたる女子活躍推進コンソーシアム」
株式会社ＭＡＩＡ
女性のデジタル人材育成・就労促進プログラムの提供
一般社団法人グラミン日本
デジタル人材育成プログラム参加人材募集及び無担保少額融資に係る
立案・実行
ＳＡＰジャパン株式会社
デジタル人材育成／キャリアサポートプラットフォームの提供及び就労提
供企業とのエコシステム構築／拡大推進

連携団体

途中離脱の防止や資格取得率を上げることが今後の課題。受講料無
料であることから、学習途中の小さなつまづきで受講をあきらめてしまう
方が一定数おり、今後、受講者選定の仕方や受講中の支援に工夫が必
要。
また、受講コースによっては合格率が低いものがあり、カリキュラムの
見直しや受講希望者へ事前に丁寧な説明が必要。

今後の課題

R５年度は、ひとり親、障害児を持つ母、生活保護世帯の方など様々な
境遇の方が受講した。実績としては、合格率５５％、就労率４４％（Ｒ６．３
月末時点）。※就労に至るまでには時間を要し、引き続き企業とのマッチ
ングを行っていることから、今後も就労率は徐々に上がっていく見込み。
R４年度受講生で就労した方は時給換算で平均1,844円、糸満市の平
均時給約950円を大きく上回っている。

事業の効果

在宅就業を希望する女性に対し、市場価値の高いスキルを身に付ける
ためのデジタル教育を実施するとともに、就労に係る企業とのマッチング
など一気通貫としたサポートを提供することにより、自立に向けた取組み
を支援する。
【目標】合格率60％ 就労率60％
【実績】合格率55％ 就労率44％（R6.3月末時点）

目的・目標

①女性を集める 広報紙やホームページ、SNS等で広く周知し、受講生
募集を行った。
②女性を育てる ｅ－ラーニングによる学習のため好きな時間に自分の
都合に合わせた学習が可能。途中離脱防止のための工夫（初回の現地
研修や定期オンライン勉強会等で顔を合わせることで、受講生同士相談
しやすい環境を作る）を行った。
③出口を創る 様々なニーズ（正社員・フリーランス・副業等）に応じた就
労を提供。初めてでも安心してテレワークが始められるよう、ワークシェ
アリング型ＯＪＴを実施。

事業の特徴

総事業費 １０，６９７ 千円

交付金額 ３，７５０ 千円

事業番号 2



事業の概要

委 託

受講生募集のチラシ・現地研修の様子

連携


